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教授会議事要録 
 
１．日 時 平成２８年１１月１０日（木）１３：３０～１４：０７ 
２．場 所 大会議室 
３．出席者 所長ほか２２名 
４．欠席者 ３名 
 
５．議 事 
○ 議事要録の確認 

平成２８年１０月１３日（木）開催教授会議事要録について諮り、これを承認した。 
 
○報告事項 
 （１）知のフォーラム進捗状況について 
    副所長から資料１により、各シンポジウ全ての招聘予定者から出席の回答が揃っ 

た旨の報告があった。また、具体のシンポジウムの運営については、各分野からの 
協力が不可欠であるため、業務分担等の割り振りをさせていただく予定である旨の 
報告があった。 

 （２）各種委員会報告 
   ①議長から資料２－１により、部局長連絡会議（１０月１８日（火）開催）の概要 
    について報告があった。 

 ②議長から資料２－２により運営会議（１１月７日（月）開催）の概要について報 
告があった。 

③財務委員会委員長から、駐車場有料化について星陵地区で統一的なルールを策定

することで議論中である旨、加齢研の規定については来月の教授会で確定させる

予定である旨報告があった。 
④研究推進委員会委員長から、研究データ等の保存及び管理に関するガイドライン

等について、星陵地区内において統一する方向で検討している旨の報告があった。 
⑤構成員から、医工学研究科教授会（１１月２日（水）開催）について報告があっ

た。 
⑥構成員から資料２－４により、平成２８年度第１回学術情報整備委員会（１０月

１８日（火）開催）について報告があり、次期星陵コアジャーナルの選定に係る

アンケートについて必ず回答願いたい旨の依頼があった。 
⑦構成員から片平まつり２０１７実行委員会（１１月７日（月）開催）について、

会議資料についてはダウンロードできるように後日ＵＲＬをお知らせする旨の報

告があった。また、片平まつりの名称について別途案があれば意見をお寄せ願い

たい旨の依頼があった。 
（４）医学系研究科大学院合同運営委員会等について 
   構成員から資料３により、大学院合同運営委員会等（第７回）（１０月１４日（金） 

開催）について報告があった。 
（６）職員の兼業について 

議長から資料４により、職員の兼業について報告があった。 
（７）その他 
  ①事務長から、１２月２日（金）に第３回全学一斉安否情報登録訓練が実施される 
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ので、本部からの安否確認メールには速やかに返信願いたい旨の依頼があった。 
②議長から、研究室内の製氷機トラブルの関係で調査を行ったところ、同様の事案 
が見つかったため修理を行うこととした旨の説明があった。 

③議長から次回教授会は、１２月８日（木）１４：００（１３：３０～の研究所長 
候補者選挙終了後）から開催すると発言があった。 

 
○審議事項 
（１）研究所長候補者選挙日程について 
   選挙管理委員会委員長から資料５により、標記日程（案）について説明があった

後、議長から諮りこれを承認した。また、同委員長から第２次選挙の際、委員１名

が不在のため、当日は票数等についてスマートフォンを利用し、同委員に確認して

もらうこととしたい旨の説明があり、これを了承した。 
（２）研究所長候補者選挙における第１次選挙資格者の認定について 
   議長から資料６により、研究所長候補者選挙における第１次選挙資格者について 
  説明があった後、諮り、辞職となっている１名を除いた上で、これを承認した。 
（３）高齢者薬物治療開発寄附部門の構成員の変更について 
   議長から資料７により、平成２９年度の高齢者薬物治療開発寄附部門の構成員の 

変更について説明があった後、諮り、これを承認した。 
 （４）教員の人事について 

議長から資料８により、教員の人事について諮り、これを承認した。 

 （５）研究生の入学について 

    議長から資料９により、研究生の入学について諮り、これを承認した。 

 （６）平成２８年度各種委員会委員の選出について 
議長から資料１０により、平成２８年度各種委員会委員の追加について諮り、こ 

れを承認した。 
 （７）ロゴマークについて 
    議長から資料１１により、加齢研ロゴマークについて説明があり、フォントの修 

正等を行った上で、Ａ１案で進めていきたい旨の説明があり、これを承認した。 
 また、最終案を１２月の教授会で確認いただき、加齢研ロゴマークの制定を同月、 
設立７５周年となる加齢研の記念事業とし、原案作成者に感謝状を贈呈することと 
したい旨の提案があり、これを了承した。 

（８）その他 

    なし 

                                    以 上 


